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静岡共立クリニックでは、下記の臨床研究を実施しております。この研究の計画、研究
の方法についてお知りになりたい場合、この研究において検体やカルテ情報を利用するこ
とをご了解できない場合など、お問い合わせがありましたら、以下の「問い合わせ先」へ
ご照会ください。ただし、使用不可を要求された時点で保存データの匿名化が完了してい
る場合には、破棄することができませんのでご了承ください。なお、この研究に参加して
いる他の方の個人情報や、研究の知的財産等は、お答えできない内容もありますのでご了
承ください。 
 
[研究課題名] 透析患者の残薬調査 

[研究責任者]  静岡共立クリニック 大塚信幸 

[研究の背景] 透析患者さんは透析だけでは腎臓の機能を補えず、薬でも補っています。
そのため人によっては薬の量が非常に多く、飲み方も複雑になっているため薬を飲み忘れ
てしまうこともあるのではないでしょうか。今回、患者さんの薬の内服状況を調査させて
いただくことで少しでも患者さんお役に立てたらと考えております。 

[研究の目的] 残薬の問題は患者さんのみの責任と言えるだろうか。当院の患者さんの残
薬が出る傾向を分析・把握し、残薬ゼロを目指す。 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん 
西暦 1987 年の開院から西暦 2018 年 8 月 31 日までに静岡共立クリニックに転院
され現在も通院されている患者。 

●研究期間：倫理審査委員会承認日から西暦 2018年 5月 31 日 
●利用する検体、カルテ情報 
 検体：血液（月に２回施行している定期血液検査のため追加で血液をいただくことは

ありません） 
カルテ情報：診断名、年齢、性別、身体所見、処方内容、透析条件、検査結果（血液

検査、画像検査、心電図検査） 
●検体や情報の管理 
 検体や情報は、当院のみで利用します。 

[研究組織] 
この研究は、当院のみで実施されます。 

[個人情報の取扱い] 
検体や情報には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個

人を直ちに判別できるような情報は削除します。また、研究成果は第６５回日本透析医
学会学術集会で発表されますが、その際も個人を直ちに判別できるような情報は利用し
ません。検体や情報は、当院の研究責任者が責任をもって適切に管理いたします。 

[問い合わせ先]   
医療法人社団 偕翔会 静岡共立クリニック 
〒422-8006 静岡県静岡市駿河区曲金 4-1-25 

電話：（代表）054-284-7222 
静岡共立クリニック 臨床工学技士 大塚信幸     


